
IT短大VIEW !
I BARAK I Prefectural Junior College of Industrial Technology

茨城県立産業技術短期大学校 〒311-1131
茨城県水戸市下大野町6342
電話029－269－5500 U R L h t t p : / / w w w . i b a r a k i - i t . a c . j p / E - m a i l : k y o u m u @ i b a r a k i - i t . a c . j p

３『記事トレ』紹介１ IT技術を地域課題の解決活かせ

5月12日（月）、「いばらき
P-TECH」参加校の県立水戸商業
高等学校の情報ビジネス科１・２
年生160人を対象に、「メンタリ
ング」が実施され、三つの企業に
ご協力頂きました。
＜株式会社 ケーシーエス＞
温度分布を地図情報にマッピン

グする可視化技術を紹介し、IT技
術とAIの活用事例を分かりやすく
説明していました。
＜株式会社 ユードム＞

IT技術で社会インフラを支えて
いる企業で、電車の電光掲示板シ
ステム、学校のGIGAスクール構
想を支援しているとの説明があり
ました。
＜株式会社 アプリシエイト＞
ハカリマスターという農業や福

祉の課題解決に役立つIT技術が紹
介されました。障害のある人も数
字でなく絵で示すことで、効率が
アップしたとの説明がありました。

＜本年度の探求や課題研究を進め
る高校生から＞
〇「身近なことでもIT技術でサポ
ートできることが沢山あることが、
企業のお話を聞いて分かった。身
近な課題を研究していきたい」
〇「体の不自由な人のためにIT技
術を使うことはとても良いと思っ
た。自分もIT技術を人のために役
立てていきたい」などの感想があ
りました。
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後列左から 水津知大さん、西丸翔さん、市村駿太さん、川井統直さん

前列左から 滝本陽姫さん、水地穂吏さん、加藤陽向さん

株式会社 ユードム

株式会社アプリシエイト

株式会社 ケーシーエス

＜記事トレ＞茨城新聞 (2025年2月7日)

空飛ぶクルマの影響調査

●大森鋼刃さん（太田一高卒）
◇要約：アメリカのテクノロジー企業で、
ソフトウエアの開発手法が普及し始めた。
その一つである「バイブコーディング」

は、使い手次第で細部まで作りこむことが
でき、専門のプログラマーが使えば生産性
が上がるため開発が進んでいる。
◇感想：この記事を読んで、私はAIやバイ
ブコーディングなどが開発されることによ
って、情報技術が発展し、経済がより豊か
になると想像した。
専門知識を持たない初心者が使うために

も開発が進められることが興味深い。

●川井統真さん（常磐高卒）
◇感想：プログラミングの殆どをAIがやっ
てくれるのは凄いと思った。使い手の力量
次第で細部まで作りこめる。
バイブコーディングに頼り切ることなく、

それを使いこなす技量も必要だと思った。

●黒澤麻衣さん（佐和高卒）
◇感想： 生成AIにプログラマーの仕事やそ
の負担を減らすことが出来たら、プログラ
マーの時間も増えると感じた。
クリエイティブな仕事をしていくために

も、AIなどの技術を上手く使いこなすこと
が大切になってくると考える。

●西丸 翔さん（常磐高卒）
◇感想：プログラミングを自分の手でなく
AIが行ってくれるはとても楽なことだと思
うが、ITエンジニアの必要性がな
くなってしまう可能性が考え
られる。しかし、AIにも
弱点があるので、そうし
た点を補うことが出来る
ITエンジニアになりたい。

●渡邊正史さん（水戸葵陵高卒）
◇感想： バイブコーディングによってAIが
殆どのコードを自動生成できるようになっ
たということを知った。
近年のAIの進歩は凄まじく感じると同時

に、AI関連の技術を日頃から調べ
深く知る必要があると
感じました。

本校では、IT専門力に加え社会人基礎力の向

上のため『記事トレ』を実施しています。新聞
を読み、要約とIT技術者としての感想を書くト
レーニングを通して読み解く力を育成します。

２『記事トレ』紹介

＜記事トレ＞日本経済新聞 (2025年5月10日)

プログラミング AIにお任せ
「バイブコーディング」米で活況

ITから
創造した
未来へ

「メンタリング」とは、
指導する側のメンターと、
指導される側のメンティー
が１対１で進めるもので、
メンターの助言でメンティ
ーの気付きにつなげ、どの
ように課題を解決していく
のかを共に考える取り組み
です。

http://www.ibaraki-it.ac.jp/

